
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和７年度 滋賀県がん診療連携協議会 第２回研修推進部会 

開 催 日 時 令和８年２月２日（月） １６：００～１６：３０  

開 催 場 所 滋賀医科大学医学部附属病院 マルチメディア会議室緑 

出 席 者 【部会員】 

滋賀医科大学医学部附属病院       今井 晋二（部会長） 

大津赤十字病院             片倉 浩理（副部会長） 

滋賀医科大学医学部附属病院       河田 優子 

大津赤十字病院             吉田 友紀 

滋賀県立総合病院            深尾 かおり 

彦根市立病院              吉川 浩平 

彦根市立病院              木下 千恵美 

市立長浜病院              藤原 克徳 

高島市民病院              城 文泰 

高島市民病院              前川 直美 

市立大津市民病院            田中 慶太朗 

長浜赤十字病院             藤本 剛英 

一般社団法人 滋賀県歯科医師会     高山 真一 

一般社団法人 滋賀県薬剤師会      西村 光子 

公益社団法人 滋賀県看護協会      村中 千栄子 

公益社団法人 滋賀県診療放射線技師会  平田 誠（代理：中西 常務理事） 

公益社団法人 滋賀県臨床検査技師会   松田 哲明 

公益財団法人 滋賀県栄養士会      鈴木 真理 

一般社団法人 滋賀県病院薬剤師会    八尾 尚樹 

滋賀県健康医療福祉部          時田 幸世 

滋賀県立総合病院            南 芽似（代理：野間 幸夫） 

【オブザーバー】  

滋賀県がん患者団体連絡協議会      柳田 英代 

【事務局】 

滋賀医科大学医学部附属病院       中川 聖子 

滋賀医科大学医学部附属病院       今井 美年 

滋賀医科大学医学部附属病院       神谷 應我 

（敬称略）            

欠 席 者 【部会員】 

滋賀県立総合病院            山本 秀和（副部会長） 

公立甲賀病院              井本 勝治 

公立甲賀病院              金谷 由美子 

市立長浜病院              黒澤 学 

淡海医療センター            小林 遊 

済生会滋賀県病院            鴨井 和実 

近江八幡市立総合医療センター      松島 洋 

東近江総合医療センター         目片 英治 

一般社団法人 滋賀県医師会       中村 隆志 

一般社団法人 滋賀県歯科衛生士会    山本 千里 

 

 

（敬称略） 



 

議 事 概 要 １．報告等 

・部会長から、オブザーバーの紹介があった。 

・部会長から、名簿の修正事項と第一回部会の議事録の確認について周知があった。 

  

２．議題 

（１）令和７年度の取組について 

Ⅰ.協議事項 

１）がん関係フォーラム、講演会等開催予定、受講人数について 

  出席者から、医療圏ごとの報告があった。 

（大津医療圏 大津赤十字病院 片倉部会員より） 

今年度の講演会の満足度については、全体として概ね高い水準を維持しているもの

の、ACPに関する講演会については、満足度が６６％にとどまっている状況である。 

また、講演内容については、５大がんをそれぞれ１回ずつ取り上げる方針としてい

たが、胃がんに関する講演が未実施であることが確認されたため、来年度において実

施を検討することとした。 

（湖南医療圏 滋賀県立総合病院 南部会員代理 野間氏より） 

今年度においては、緩和ケアミニ講座を年５回開催している。資料には記載してい

ない研修として、１２月７日にACPに関する研修を実施した。さらに、がん教室「まな

びや」を年６回開催しており、今年度においては３月１８日が最終回となっている。

同教室では、標準治療やがん予防、早期発見に関する一般的な情報提供を行っている。 

加えて、２月２３日（月曜日）には第１７回滋賀県がん医療フォーラムの開催を予定

しており、現時点で９０名の参加が見込まれている。 

（甲賀医療圏） 

 資料確認のみ。 

（東近江医療圏） 

資料確認のみ。 

（湖東医療圏 彦根市立病院 吉川部会員より） 

 今年度においては、計４件の報告を行った。YouTubeを活用したオンライン開催や、

対面開催で開催した。また、１００人を超える医療従事者が参加する「ことう地域チ

ームケア研究会」において、ACPに関する講演会を３回に分けて実施しており、その

うち１回は彦根市立病院が主催した。さらに、中学校へ出向いて実施する出張講演を

行った。 

（湖北医療圏 市立長浜病院 藤原部会員より） 

   今年度の取組として、オンラインでは長浜赤十字病院において、がん講演会をYouT

ubeにより配信した。現地開催事業としては、市立長浜病院において医療従事者を対

象とした研修会を計４回開催し、延べ２３５人が受講した。また、７月２７日には「湖

北がんフォーラム２０２５」を開催し、延べ１８０人の参加があり、満足度は９８％

であった。さらに、当該圏域内の小学生および中学生を対象としたがん教育を今年度

中に５校で実施した。加えて、今後３月までにさらに２校での実施を予定している。 

（湖西医療圏 高島市民病院 前川部会員より） 

先日１月３１日に開催を予定していた高島市民病院公開講座については、降雪の影

響により中止とし、開催日を３月７日に変更した。また、資料には記載していない取

組として、中学生を対象としたがん教育を実施しており、今年度は４校の中学校へ出

向いて実施した。さらに、心不全におけるACPに関する研修会を開催し、延べ６３人

の参加があった。加えて、看護師主催のACPに関する研修会についても、２回実施し

た。 

 

Ⅱ.報告事項 

２）看護ワーキンググループ活動報告 

 河田部会員（看護WGリーダー）から、今年度の取り組みについて説明があった。 



 

現場のニーズに対応するため、がん看護研修のカリキュラムを新たに作成し、本年度か

ら各施設において運用を開始した。県内の看護師を対象として実施しているがん看護研

修については、「基礎編」「演習編」「その他」の三つの区分により実施している。ワーキ

ングメンバー１２施設のうち、基礎編は５施設（大津赤十字病院、滋賀県立総合病院、

彦根市立病院、市立長浜病院、滋賀医科大学医学部附属病院）で開催された。演習編に

ついては、大津赤十字病院および滋賀県立総合病院の２施設において実施された。また、

その他の研修は、高島市民病院、市立長浜病院、公立甲賀病院、近江八幡市立総合医療

センター、滋賀医科大学医学部附属病院の５施設で開催があった。なお、今年度より受

講対象の拡大を図ったことにより、基礎編は４施設、演習編は２施設において、県内の

看護師を対象として実施した。 

看護ワーキンググループにおいては、１２月に第２回メール会議を実施し、がん看護研

修の開催に関する評価としては、次の２点が挙げられた。 

 １点目は、カリキュラム変更に伴う大きな混乱もなく、各施設において円滑に実施で

きたことである。 

 ２点目は、いずれの施設でも参加者からの評価は良好であり、有意義な研修であった

ことから、次年度も継続開催したいとの意向が示されたことである。 

一方、今後の検討課題として、次の２点が挙げられた。 

１点目は、演習編における研修目標および他のがん研修、特にELNEC-J研修との内容 

の重複について整理が必要である点である。 

２点目は、研修対象の在り方についてであり、マンパワー不足により自施設開催が困 

難な施設がある一方、院外参加者を対象としている施設が増えているものの、自施設以 

外からの参加者が少ない状況にある点である。 

 

３）国立がん研究センターの研修計画について 

   部会長より、既に終了した研修がほとんどであるが、各病院にて研修内容を確認して

いただき、積極的に受講いただくよう依頼があった。 

 

  ４）各団体の取組について 

   各団体の令和７年度の取り組みおよび令和８年度の取り組み予定について、出席者よ

り報告があった。 

  （滋賀県医師会） 

   資料確認のみ。 

（滋賀県歯科医師会 高山部会員から） 

「口腔がんチェック推進事業」を実施しており、院内にポスターを掲示するととも

に、患者に対してチラシ等を配付するなどの周知・啓発活動を行っている。 

今年度は、会員の約半数の２２９の歯科医院が本事業に登録しており、これまでに

累計２,４９５名の患者に対して口腔がんチェックを実施した。その結果、１３０名

に口腔がんが発見されている。 

また、がん患者の口腔ケアに係る事業として、自院を「連携登録歯科医療機関」と

して登録した歯科医院は、累計で６３件となっている。 

（滋賀県薬剤師会 西村部会員から） 

令和７年度の取組として、滋賀県薬剤師会では、「在宅ホスピス薬剤師」の認定制

度を運用しており、がん終末期患者が自宅に戻った際に円滑な薬学的支援が行えるよ

う、年２回の研修会を実施している。また、その他の取組として、がん関連研修会へ

の参加を行っており、主に化学療法に伴う副作用対応を中心とした内容の研修を実施

している。 

来年度の取組予定としては、引き続き在宅ホスピス薬剤師を対象としたフォローア

ップ研修会を年２回実施するほか、末梢神経障害に関する研修会及びがん関連研修会

への参加を予定している。 

（滋賀県看護協会 村中部会員から） 



 

今年度の取組として、県内の看護職を対象に、生涯学習研修を実施した。本研修は、

「がん患者の看護および社会制度を学び、治療期から終末期に至る患者を支えるこ

と」をテーマとし、事例を用いたグループワークおよびロールプレイを中心とした構

成とし、実践的な学びの機会となった。 

来年度の取組としては、今年度と同様に、がん患者の看護をテーマとした生涯学習

研修を実施する予定である。 

（滋賀県診療放射線技師会 平田部会員代理 中西氏から） 

今年度の研修会等はほとんどが会員向けであり、一部を除き既に終了している。 

来年度は今年度と同じカリキュラムではあるが、第二回学術研修会に関しては会員向

けではなく、市民公開講座として県民を含む全体に対して講演をする予定である。 

（滋賀県臨床検査技師会 松田部会員から） 

今年度の研修会等は資料の通り開催し、一部を除き既に終了している。来年度の取

り組みとして、今年度と同様の取り組み内容で進めて行く。 

（滋賀県歯科衛生士会） 

 資料確認のみ 

（滋賀県栄養士会 鈴木部会員から） 

 今年度の取組として、８月に実施した生涯学習研修会において、がんをテーマとし

た研修を行った。本研修では、参加対象を医療分野に限定せず、福祉分野の職員や地

域において活動する管理栄養士等も対象とし、多職種による参加があった。 

来年度においても、引き続きがんをテーマとした生涯学習研修会を実施する予定であ

る。 

（滋賀県病院薬剤師会 八尾部会員から） 

  がん薬物療法conferenceを会員向けに開催し、年度末の開催は３月である。来年度

も開催予定は前年度と同様に年三回行う予定である。 

 

（２）部会の取り組み評価(最終評価)について 

 Ⅰ.協議事項 

１） アクションプランについて 

部会長より、ほぼ予定通り取り組めているためA評価とし、次年度も今年度と同様

の目標で取り組むことについて提案があり、審議の結果、承認された。 

 

２）PDCAサイクルについて 

部会長より、資料のピンク箇所の確認、また計画・実行については次年度も今年度

と同様の目標とすることについて提案があり、審議の結果、承認された。 

 

そ の 他 （オブザーバー 滋賀県がん患者団体連絡協議会 柳田氏より） 

県からの委託事業として、３年に１度実施している「滋賀県がん患者調査アンケート」

について説明があった。本調査では、「がん情報しが」「滋賀の療養情報」および「滋賀県

がん患者団体連絡協議会」の各ホームページに関する認知度について調査しており、現在

集計作業を進めている。前回（３年前）の調査結果と比較すると、「がん情報しが」の認知

度は向上しており、各関係団体の取組がより活発になっていると感じられる。一方で、必

要な情報が届かない、情報の探し方が分からないといった声も依然として少なくないこと

から、今後は情報の連携方法や周知の在り方について改善を図るため、アンケート調査の

分析の中で検討していく予定であるとの情報提供があった 

 

 以上のとおり報告します。                          令和８年３月５日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

   研修推進部会 部会長 今井 晋二 


